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トラックバース

倉庫フロア

　このたび「ヒューリックロジスティクス柏」が完成いたしました。当社が手掛ける物流
施設「ヒューリックロジスティクス」シリーズの第３弾です。
　当社は首都圏の人口集積地に近接したエリアでの開発をメインに進めており、本施設は
千葉県柏市の常磐自動車道柏ＩＣ至近かつ号沿線エリアで首都圏随一の物流適地に位置
しております。
　本施設は、１棟利用に最適な規模のボックス型施設で、２分割での利用も可能な施設計
画としております。また、倉庫内の区画壁はシャッター主体で構成するとともに耐震ブレー
スを極力外周部に配すことで、お客さまのレイアウト自由度の高い庫内プランが実現しま
した。さらに空調設備や搬送機の追加設置も可能なスペックを有し、幅広いニーズに応え
られる倉庫仕様としております。

　機能的で安全な建物をご提供するため、当社基準の高い耐震性能に加え、ＢＣＰ対応と
して時間相当分のライフラインを確保する非常用発電設備の設置、外構にはマンホール
トイレを設置する等、災害に強い建物仕様も取り入れております。
　コーポレートシンボル（ロゴマーク）から着想した外装デザインには、シンボルマーク
の意味である「私たちがお客さま・社会としっかり手を結び、強い絆で繋がる」という思
いを込めました。ヒューリックロジスティクスシリーズで統一したデザインコードとし、
当社の物流施設に入居いただくお客さまや地域の皆さまとの関係を大切に、今後も当社の
企業理念を取り入れた高品質な施設開発を手がけてまいります。
　結びに本事業に関わってくださった全ての関係者の皆さまに心より感謝申し上げます。

　「ヒューリックロジスティクス柏」は常磐自動車道・柏ＩＣから程近い十余二工業団地
内に計画したマルチテナント型物流施設です。
　建設地である柏市は、古くから利根川や利根運河を生かして旅人や物資の往来が盛んな
エリアでした。「河岸場（かしば）」と呼ばれる船着場を拠点とする人やモノの流れ、豊
かな水の流れ、時の流れ、この三つの着想により、かつてのにぎわいや役割を進化した形
で担う「流れ」を生み出す物流施設づくりを目指しました。

　人とモノの流れとして、主要な荷の搬出入用と来訪者用の出入口を東・西で分け、東側
の近隣生活道路でのトラック走行を避けた計画とし、施設利用者と近隣住民の安全性に配
慮した計画としています。
　時代の流れやニーズの変容に合わせた施設づくりとして、各階の事務所を倉庫利用でき
る荷重設定や垂直搬送機の増設可能な構造対応をするなど、さまざまなテナント要望に対
応し得る汎用性を有しているほか、非常電源等のＢＣＰ対応、太陽光発電設備を実装して
います。
　事務所エリアの内装デザインでは、太さや幅を変えたランダムストライプの採用によっ
て壮大でスピード感のある流れのイメージを、また　アクセントとして支流やたまりを加
えることによって一層の躍動感を創出することを意図しました。

　五洋建設株式会社　建築本部建築設計部　南雄一郎・坪井里穂

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
内
側

エ
ン
ト
ラ
ン
ス

■工　事　件　名：（仮称）柏市新十余二物流開発計画
■建　設　地：千葉県柏市新十余二９番１
■建　築　主：ヒューリック株式会社
■監　　　修：株式会社フクダ・アンド・パートナーズ
■設計・監理：五洋建設株式会社本社一級建築士事務所

■施　　　工：五洋建設株式会社東京建築支店
■敷　地　面　積：，．㎡
■構造・規模：ＲＣＳ造地上４階建て。建築面積，．㎡、延床

面積，．㎡
■工　　　期：年月～年月


